
愛知教育大学附属高等学校　令和８年度学校評価計画書

重点目標 主担当 具体的取組 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

【保護者意識】
教員は生徒のことを
よく理解し真摯に対
応している。

真摯に対応していると感じた保護者割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

12月に保護者対象
のアンケート調査
をする。

【生徒意識】
少人数の良さを感じ
て過ごしている。

少人数の良さを感じて過ごしている生徒割合が
Ａ：８０％以上である。Ｂ：７０％以上である。
Ｃ：６０％以上である。Ｄ：６０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に生徒
対象のアンケート
調査をする。

【教員意識】
授業の魅力化のため
に研鑽を重ねた。

授業の魅力化のために研鑽を重ねた教員割合が
Ａ：９０％である。　　Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に教員
対象のアンケート
調査をする。

【生徒意識】
意欲的に授業に参加
している。

意欲的に授業に参加している生徒割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に生徒
対象のアンケート
調査をする。

　　　　

熱量日本一の探究活
動を目指し、附高ゼ
ミのバージョンアッ
プ、ＰＢＬの導入を
実行する。

探究推進
教務
進路指導

生徒が意欲的に熱量を持って探
究活動に取り組めるように、一
人ひとりに寄り添い、適切な支
援・指導を行う。

【生徒意識】
探究活動に熱量を
持って取り組んでい
る。

探究活動に熱量を持って取り組んでいる生徒割合が
Ａ：８０％以上である。Ｂ：７０％以上である。
Ｃ：６０％以上である。Ｄ：６０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に生徒
対象のアンケート
調査をする。

校務
事前指導を含めより計画的
な教育実習を実施してい
く。

【実習生意識】
充実した教育実習が
できた。

充実した教育実習ができた実習生割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

５月と９月の教育
実習後にアンケー
ト調査をする。

探究推進
教員養成プロジェクトを通し
て、教職の魅力、やりがい、
現状を伝えていく。

【プロジェクト参加
生徒意識】
教職について理解が
深まった。

教職について理解が深まった生徒割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に生徒
対象のアンケート
調査をする。

【生徒意識】
学校生活を安心・安
全に過ごしている。

安心・安全に過ごしている生徒割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に生徒
対象のアンケート
調査をする。

【教員意識】
いじめ予防に取り組
めた。

いじめ予防に取り組めた教員割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に教員
対象のアンケート
調査をする。

【教員意識】
業務内容を見直し、
業務の削減・効率化
に取り組んだ。

業務の削減・効率化に取り組んだ教員割合が
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に教員
対象のアンケート
調査をする。

【定時退校日の活用
率】
個人設定の定時退校
日を活用できたか。

個人設定の定時退校日の活用率が教員全体で
Ａ：９０％以上である。Ｂ：８０％以上である。
Ｃ：７０％以上である。Ｄ：７０％未満である。

Ｃ、Ｄの場合、改
善策を検討する。

９月と１月に教員
対象のアンケート
調査をする。

時間外勤務縮減に
向けた業務改善や
多忙化改善に努め
る。

管理職
学年
分掌
全教員

業務の見直し、会議運営の
効率化、職場環境の改善、
教職員の意識改革、個人設
定の定時退校日導入等を進
める。

教務
教科

教室の内外で生徒一人ひと
りに目を配り、豊かな学び
と安心・安全な学校生活を
実現する。

小規模校であるこ
とを活かし、生徒
一人ひとりにきめ
細かい支援をす
る。

生徒の満足度日本
一の授業を目指
し、授業の魅力化
に努める。

教務
教科

研究授業に限らず、日頃か
らお互いの授業を参観し合
う意識と体制をつくり、全
教員の授業力向上に繋げ
る。

教育大学の附属学
校として、教員養
成の一端を担う。

いじめの予防に取
り組み、安心・安
全な学校を実現す
る。

生徒指導
保健
全教員

人権尊重の精神のもと、他
者を思いやる心と行動の大
切さを伝える。


